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創世記2章
生命の木、善悪の知識の木

"そして、園の中央にいのちの木
を、また善悪の知識の木を生え
させた。"
創世記　2章9節

マタイ福音書5章
山上の説教の出だし

"そこでイエスは口を開き、彼ら
に教え始められた。
「心の貧しい者は幸いです。天
の御国はその人たちのものだ
からです。"
マタイの福音書　5章2～3節

創世記14:
ケドルラオメル、カナンの王たち

主の(道)を喜ぶ主は道を知る 実、栄える殻、滅び

王たちが絆を壊す天の主が怒る愛する王子主の憤りを恐れよ

助けはない主は囲む盾敵が囲んでも主は救う

民数記10:35-36
主の王座、契約の箱がともに移動

"契約の箱が出発するときには、モーセはこう言った。
「主よ、立ち上がってください。あなたの敵が散らさ
れ、あなたを憎む者が、御前から逃げ去りますよう
に。」
またそれがとどまるときには、彼は言った。「主よ、お
帰りください。イスラエルの幾千幾万もの民のもと
に。」"
民数記　10章35～36節

民数記6:23-27
大祭司の祝祷

"「アロンとその子らに告げよ。『あなたがたはイスラエ
ルの子らに言って、彼らをこのように祝福しなさい。
主があなたを祝福し、あなたを守られますように。
主が御顔をあなたに照らし、あなたを恵まれますよう
に。
主が御顔をあなたに向け、あなたに平安を与えられま
すように。』
アロンとその子らが、わたしの名をイスラエルの子らの上
に置くなら、わたしが彼らを祝福する。」"
民数記　6章23～27節

"主は言われる。「彼らの神々はどこにいる
のか。彼らが身を避けた岩はどこにあるの
か。"
申命記　32章37節

"彼は言った。「主よ、わが巌、わが砦、
わが救い主よ、
身を避ける、わが岩なる神よ。わが盾、
わが救いの角、わがやぐら、わが逃れ
場、わが救い主、あなたは私を暴虐から
救われます。"
サムエル記	第二　22章2～3節
"神、その道は完全。主のことばは純
粋。主は、すべて主に身を避ける者の盾。
主のほかに、だれが神でしょうか。私た
ちの神のほかに、だれが岩でしょうか。
神は私の力強い砦。私の道を全きものと
されます。"
サムエル記	第二　22章31～33節

義なる神恥、偽り主を信じる義栄光、喜び、平安

聖所で祈りを聞く悪者は家に住めないラション・ハラア喜び歌う

"次のように書いてあるとおりです。「義
人はいない。一人もいない。
悟る者はいない。神を求める者はいな
い。
すべての者が離れて行き、だれもかれ
も無用の者となった。善を行う者はいな
い。だれ一人いない。」
「彼らの喉は開いた墓。彼らはその舌
で欺く。」「彼らの唇の下にはまむしの
毒がある。」
「彼らの口は、呪いと苦みに満ちてい
る。」
「彼らの足は血を流すのに速く、
彼らの道には破壊と悲惨がある。
彼らは平和の道を知らない。」
「彼らの目の前には、神に対する恐れ
がない。」"
ローマ人への手紙　3章10～18節

神の怒りにより衰え敵により衰え 神が帰る敵が帰る2歴代誌6:
神殿奉献の祈り

"あなたのしもべの祈りと願いに御顔を向けてください。私の神、主よ。あなた
のしもべが御前にささげる叫びと祈りを聞いてください。
そして、この宮、すなわち、あなたの御名をそこに置くと言われたこの場所に、昼
も夜も御目を開き、あなたのしもべがこの場所に向かってささげる祈りを聞いて
ください。
あなたのしもべとあなたの民イスラエルが、この場所に向かってささげる願いを聞
いてください。あなたご自身が、あなたの御住まいの場所、天からこれを聞いて
ください。聞いて、お赦しください。
ある人が隣人に罪を犯して、のろいの誓いを立てるよう求められ、この宮の中にあ
る、あなたの祭壇の前に来て誓うなら、
あなたご自身が天からこれを聞き、あなたのしもべたちにさばきを行って、悪い者
にはその生き方への報いをその頭上に返し、正しい者にはその正しさにしたがって
義をもって報いてください。
あなたの民イスラエルが、あなたの前に罪ある者となって、敵に打ち負かされたと
き、彼らが立ち返り、御名をほめたたえ、この宮で御前に祈り願うなら、
あなたご自身が天からこれを聞き、あなたの民イスラエルの罪を赦し、あなたが
彼らとその先祖たちにお与えになった地に、彼らを帰らせてください。"
歴代誌	第二　6章19～25節

民数記10:35-36
主の王座、契約の箱がともに移動 主に身を避けて悪から離れる主は正しい者を守る主は義によって悪しき者をさばく、自業自得

詩篇8に続く

"主よ私たちの主よあなたの御名は全地
にわたりなんと力に満ちていることでしょ
う。あなたのご威光は天でたたえられて
います。"
詩篇　8篇1節

創世記15:
恐れるな、私は盾"

これらの出来事の後、主のことばが幻の
うちにアブラムに臨んだ。「アブラムよ、
恐れるな。わたしはあなたの盾である。あ
なたへの報いは非常に大きい。」"
創世記　15章1節

創世記18:
アブラハムを選んだ理由
アブラハムの執り成し

"アブラハムは必ず、強く大いなる国民となり、
地のすべての国民は彼によって祝福される。
わたしがアブラハムを選び出したのは、彼がそ
の子どもたちと後の家族に命じて、彼らが主の
道を守り、正義と公正を行うようになるためであ
り、それによって、主がアブラハムについて約束
したことを彼の上に成就するためだ。」"
創世記　18章18～19節

・天の父が
・正しい者と悪しき者をさばく

ヨシュア1:4
約束の地に入る時の励まし

"ただ強くあれ。雄々しくあれ。わたしのしもべモ
ーセがあなたに命じた律法のすべてを守り行う
ためである。これを離れて、右にも左にもそれて
はならない。あなたが行くところどこででも、あ
なたが栄えるためである。
このみおしえの書をあなたの口から離さず、昼も
夜もそれを口ずさめ。そのうちに記されていること
すべてを守り行うためである。そのとき、あなたは
自分がすることで繁栄し、そのとき、あなたは栄
えるからである。"
ヨシュア記　1章7～8節

"今、わが神よ。どうか、この場所でささげる祈りに御目を開き、御耳を
傾けてください。
今、神、主よ、立ち上がってください。あなたの休み所にお入りください。
あなたとあなたの御力の箱も。神、主よ、あなたの祭司たちが救いを身に
まとい、あなたにある敬虔な人たちが、いつくしみを喜びますように。"
歴代誌	第二　6章40～41節

"エシュルンは肥え太ったとき、足
で蹴った。あなたは肥え太り、
頑丈でつややかになり、自分を
造った神を捨て、自分の救いの
岩を軽んじた。
彼らは異なる神々で主のねたみ
を引き起こし、忌み嫌うべきもの
で、主の怒りを燃えさせた。"
申命記　32章15～16節
"主は言われた。「わたしの顔を
彼らから隠し、彼らの終わりが
どうなるかを見よう。彼らは、ね
じれた世代、真実のない子らで
あるから。
彼らは、神でないものでわたし
のねたみを引き起こし、彼らの
空しいものでわたしの怒りを燃
えさせた。わたしも、民でない者
たちで彼らのねたみを引き起こ
し、愚かな国民で彼らの怒りを
燃えさせる。
火はわたしの怒りで燃え上が
り、よみの底まで燃えていく。
地とその産物を焼き尽くし、
山々の基まで焼き払う。"
申命記　32章20～22節
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義の王座でさばく主の御名に感謝する
貧者を忘れず救い、国々は主を知る

"主は雲の中にあって降りて来られ、彼とともにそこに立って、主の名を宣言された。
主は彼の前を通り過ぎるとき、こう宣言された。
「主、主は、あわれみ深く、情け深い神。怒るのに遅く、恵みとまことに富み、
恵みを千代まで保ち、咎と背きと罪を赦す。しかし、罰すべき者を必ず罰して、父の
とがを子に、さらに子の子に、三代、四代に報いる者である。」"
出エジプト記　34章5～7節

"ハンナは祈った。「私の心は主にあって
大いに喜び、私の角は主によって高く上が
ります。私の口は敵に向かって大きく開きま
す。私があなたの救いを喜ぶからです。
主のように聖なる方はいません。まことに、
あなたのほかにはだれもいないのです。
私たちの神のような岩はありません。
おごり高ぶって、多くのことを語ってはなり
ません。横柄なことばを口にしてはなりま
せん。まことに主は、すべてを知る神。その
みわざは測り知れません。
勇士が弓を砕かれ、弱い者が力を帯びま
す。
満ち足りていた者がパンのために雇われ、
飢えていた者に、飢えることがなくなりま
す。不妊の女が七人の子を産み、子だく
さんの女が、打ちしおれてしまいます。
主は殺し、また生かします。よみに下し、ま
た引き上げます。
主は貧しくし、また富ませ、低くし、また高く
します。
主は、弱い者をちりから起こし、貧しい者を
あくたから引き上げ、高貴な者とともに座ら
せ、彼らに栄光の座を継がせます。まこと
に、地の柱は主のもの。その上に主は世
界を据えられました。
主は敬虔な者たちの足を守られます。しか
し、悪者どもは、闇の中に滅び失せます。
人は、自分の能力によっては勝てないから
です。
主は、はむかう者を打ち砕き、その者に天
から雷鳴を響かせられます。主は地の果て
の果てまでさばかれます。主が、ご自分の
王に力を与え、主に油注がれた者の角を
高く上げてくださいますように。」"
サムエル記	第一　2章1～10節

"主がダビデを、すべての敵の手、特に
サウルの手から救い出された日に、彼は
この歌のことばを主に歌った。
彼は言った。「主よ、わが巌、わが砦、わ
が救い主よ、
身を避ける、わが岩なる神よ。わが盾、
わが救いの角、わがやぐら、わが逃れ
場、わが救い主、あなたは私を暴虐から
救われます。"
サムエル記	第二　22章1～3節

"モーセが手を高く上げているときは、イスラエルが優勢になり、手を下ろすとアマレ
クが優勢になった。"
"主はモーセに言われた。「このことを記録として文書に書き記し、ヨシュアに読んで
聞かせよ。わたしはアマレクの記憶を天の下から完全に消し去る。」
モーセは祭壇を築き、それをアドナイ・ニシと呼び、
そして言った。「主の御座の上にある手。主は代々にわたりアマレクと戦われる。」"
出エジプト記　17章11節	、17章14～16節

"サムエルはサウルに言った。「主は私を遣わして、あなたに油を注ぎ、主
の民イスラエルの王とされた。今、主の言われることを聞きなさい。
万軍の主はこう言われる。『わたしは、イスラエルがエジプトから上って来る
途中で、アマレクがイスラエルに対して行ったことを覚えている。"
"「わたしはサウルを王に任じたことを悔やむ。彼はわたしに背を向け、わ
たしのことばを守らなかったからだ。」それでサムエルは怒り、夜通し主に
向かって叫んだ。"
"サムエルは言った。「主は、全焼のささげ物やいけにえを、主の御声に
聞き従うことほどに喜ばれるだろうか。見よ。聞き従うことは、いけにえにま
さり、耳を傾けることは、雄羊の脂肪にまさる。"
サムエル記	第一　15章

"イスラエルよ。今、あなたの神、主が、あなたに求め
ておられることは何か。それは、ただあなたの神、主を
恐れ、主のすべての道に歩み、主を愛し、心を尽くし、
いのちを尽くしてあなたの神、主に仕え、
あなたの幸せのために私が今日あなたに命じる、主の
命令と掟を守ることである。"
申命記　10章12～13節
"あなたがたの神、主は神の神、主の主、偉大で力
があり、恐ろしい神。えこひいきをせず、賄賂を取ら
ず、
みなしごや、やもめのためにさばきを行い、寄留者を
愛して、これに食物と衣服を与えられる。
あなたがたは寄留者を愛しなさい。あなたがたもエジ
プトの地で寄留の民だったからである。"
申命記　10章17～19節

"すると、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。
それを食べるそのとき、目が開かれて、あなたがたが神のようになって善悪
を知る者となることを、神は知っているのです。」"
創世記　3章4～5節

"次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。
一人もいない。
悟る者はいない。神を求める者はいない。
すべての者が離れて行き、だれもかれも無用の者と
なった。善を行う者はいない。だれ一人いない。」
「彼らの喉は開いた墓。彼らはその舌で欺く。」
「彼らの唇の下にはまむしの毒がある。」
「彼らの口は、呪いと苦みに満ちている。」
「彼らの足は血を流すのに速く、
彼らの道には破壊と悲惨がある。
彼らは平和の道を知らない。」
「彼らの目の前には、神に対する恐れがない。」"
ローマ人への手紙　3章10～18節

民数記10:35-36
主の王座、契約の箱がともに移動

"契約の箱が出発するときには、モーセはこう言った。
「主よ、立ち上がってください。あなたの敵が散らさ
れ、あなたを憎む者が、御前から逃げ去りますよう
に。」
またそれがとどまるときには、彼は言った。「主よ、お
帰りください。イスラエルの幾千幾万もの民のもと
に。」"
民数記　10章35～36節

"今、わが神よ。どうか、この場所でささげる祈りに
御目を開き、御耳を傾けてください。
今、神、主よ、立ち上がってください。あなたの休み
所にお入りください。あなたとあなたの御力の箱
も。神、主よ、あなたの祭司たちが救いを身にまと
い、あなたにある敬虔な人たちが、いつくしみを喜び
ますように。"
歴代誌	第二　6章40～41節

"地は神の前に堕落し、地は暴虐で満ち
ていた。
神が地をご覧になると、見よ、それは堕
落していた。すべての肉なるものが、地上
で自分の道を乱していたからである。"
創世記　6章11～12節

"そのとき主は、人間が建てた町と塔を見る
ために降りて来られた。"
創世記　11章5節

"ところが、ソドムの人々は邪悪で、主に対
して甚だしく罪深い者たちであった。"
創世記　13章13節

"そのとき、主は硫黄と火を、天から、主のも
とからソドムとゴモラの上に降らせられた。"
創世記　19章24節
"神が低地の町々を滅ぼしたとき、神は
アブラハムを覚えておられた。それで、ロト
が住んでいた町々を滅ぼしたとき、神は
ロトをその滅びの中から逃れるようにされ
た。"
創世記　19章29節

"地は揺るぎ、動いた。天の基も震え、揺
れた。主が怒られたからだ。
煙は鼻から立ち上り、その口から出る火は
貪り食い、炭火は主から燃え上がった。"
サムエル記	第二　22章8～9節

"わが救い主、あなたは私を暴虐から救われます。
ほめたたえられる方、この主を呼び求めると、私は敵から救われる。
死の波は私を取り巻き、滅びの激流は私をおびえさせた。
よみの綱は私を取り囲み、死の罠は私に立ち向かった。
私は苦しみの中で主を呼び求め、わが神に叫んだ。主はその宮で私の声
を聞かれ、私の叫びは御耳に届いた。"
サムエル記	第二　22章2～7節

"神は、ノアと、彼とともに箱舟の中にいた、すべ
ての獣およびすべての家畜を覚えておられた。神
は地の上に風を吹き渡らせた。すると水は引き
始めた。"
創世記　8章1節

"神が低地の町々を滅ぼしたとき、神はアブラ
ハムを覚えておられた。"
創世記　19章29節

"あなたの隣人を虐げてはならない。かすめてはならな
い。日雇い人の賃金を朝まで自分のもとにとどめておい
てはならない。
あなたは耳の聞こえない人を軽んじてはならない。目の
見えない人の前につまずく物を置いてはならない。あな
たの神を恐れよ。わたしは主である。
不正な裁判をしてはならない。弱い者をひいきしたり強
い者にへつらったりしてはならない。あなたの同胞を正
しくさばかなければならない。"
レビ記　19章13～15節
"あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい。わたし
は主である。"
レビ記　19章18節

主を侮る者は貧者をねらう主は貧者を忘れず悪者を滅ぼす

天地の創造主は人の子を覚える

天の神は人の子（正者と悪者）をさばく

御名御名 天の座の栄光人の子の座の栄光

詩篇2詩篇1

"あなたはあなたの息子、娘、男女の
奴隷、あなたの町囲みの中にいるレ
ビ人、あなたがたのうちの寄留者、孤
児、やもめとともに、あなたの神、主
の前で、あなたの神、主が御名を住
まわせるために選ばれる場所で喜び
楽しみなさい。"
申命記　16章11節
"あなたのうちの男子はみな、年に三
度、種なしパンの祭り、七週の祭り、
仮庵の祭りのときに、あなたの神、主
が選ばれる場所で御前に出なけれ
ばならない。主の前には何も持たず
に出てはならない。"
申命記　16章16節

「アルファベット詩篇」
9篇、10篇、25篇、34篇、37篇、
111篇、112篇、119篇、145篇
ヘブル語のアーレフから始まってタ
ーヴまでの22文字を頭とする22の
単語によって各節がはじまる

ハンナ → ダビデ 敵の名が

(サムエル記) 消し去られる 主の御名の宣言
に7 : 主の名を呼ぶ

のみから引き上げた 祈りを聞く神 恵み

(持18 ) 8: -1で、 主の名が表される
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卑しいことから守る						聖なるみことば										偽りのくちびる				不誠実から救う
			悪者が多い											救いの約束															ごう慢										偽り者が多い

平和の主の支配																							偽りの主の支配

			恵みを喜び歌う						敵を喜ばせず					敵はおごり高ぶる			顔を隠す
																													目を注ぐ												悲しみ							忘れている

答えてください.																				いつまでですか
さばきを待っている																	見捨てられている

救いがシオンから.						民を食い物にする										天から見る									愚か者
捕囚の民を返す.							主は避け所											悟りある者はいない	神はいない

ゆるがない			さげすみ-憐れみ		真実-偽り				聖なる山に住む
正しく行う人				隣人を憐れむ				隣人に舌口				誰か

よみに捨てず	　　　　　主が教える	　　　　　　主が相続分	　　　　主のみが幸い
いのちの道	　　　　　　安らかに住む	　　　　　　　　　　　　　	　聖徒とともに

主が右に（相続人）	/喜び楽しむ	　　								　主が相続分	/主とともにいる善

立ち上がってください																													敵が攻撃してくる																													主の道を歩んだ																								公正なさばきを
主に満ち足りる																																		どん欲、高慢な敵																															正しい歩み	

敵から救い出して	/	右手で																																																									聞いてください	/	さばいてください

くちびる、舌　－　Ps5,	10,	12,	14
																				ローマ、ヤコブ3章
																				Ps12-15-17

偽り（偽物、むだ、役に立たない）
・御名をみだりに唱えるな　3戒
・偽りの証言をするな　9戒
・偽って誓って　ー　名を汚す　聖なる名

"盗んではならない。欺いてはならない。互い
に偽ってはならない。あなたがたは、わたしの
名によって偽って誓ってはならない。そのようにし
て、あなたの神の名を汚してはならない。わたし
は主である。"
レビ記　19章11～12節

"さて蛇は、神である主が造られた
野の生き物のうちで、ほかのどれより
も賢かった。蛇は女に言った。「園の
木のどれからも食べてはならないと、
神は本当に言われたのですか。」"	
創世記　3章1節

"さて、全地は一つの話しことば、一
つの共通のことばであった。"
創世記　11章1節
"それゆえ、その町の名はバベルと呼
ばれた。そこで主が全地の話しこと
ばを混乱させ、そこから主が人々を地
の全面に散らされたからである。"
創世記　11章9節

"わざわいだ、偽善の律法学者、パリ
サイ人。おまえたちは預言者たちの墓
を建て、義人たちの記念碑を飾って、"	
マタイの福音書23章29節
"蛇よ、まむしの子孫よ。おまえたち
は、ゲヘナの刑罰をどうして逃れるこ
とができるだろうか。"
マタイの福音書　23章33節

"しかし、口から出るものは心から出て
来ます。それが人を汚すのです。悪い
考え、殺人、姦淫、淫らな行い、盗
み、偽証、ののしりは、心から出て来
るからです。"
マタイの福音書　15章18～19節

いつまでですか？
　Ps6　み怒りで懲らしめる。いつまで怒っておられるのか
怒っている＝敵が勝っている、負けている
顔を隠している、見ていない、見捨てている

Psa	74:1	Psa	79:5	Psa	80:4	Psa	80:5	Psa	85:5
Psa	89:46	主よ、いつまでなのですか。とこしえにお隠れになるのですか。あなたの怒りはい
つまで火のように燃えるのですか。
Psa	89:49	主よ、あなたがまことをもってダビデに誓われた昔のいつくしみはどこにありますか。

敵が信仰を揺り動かす、岩じゃない	vs	恵みに信頼する

"主にある敬虔な者たちよ主をほめ歌え。主の聖なる御名に感謝せよ。まことに御怒りは束の間
いのちは恩寵のうちにある。夕暮れには涙が宿っても朝明けには喜びの叫びがある。
私は平安のうちに言った。「私は決して揺るがされない」と。"　詩篇　30篇4～6節

"これらのことを証しする方が言われる。「しかり、わたしはすぐに来る。」アーメン。主イエスよ、来て
ください。
主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。"	ヨハネの黙示録　22章20～21節

詩篇53篇
神があなたに陣を張る者の骨を散らされたの
だ。あなたは彼らを辱めた。神が彼らを捨てら
れたのだ。

腐っている（乱れている、滅びている）、善を行
う者なし

Gen	6:11	時に世は神の前に乱れて、暴
虐が地に満ちた。
Gen	6:12	神が地を見られると、それは乱
れていた。すべての人が地の上でその道を乱し
たからである。
Gen	6:13	そこで神はノアに言われた、「わ
たしは、すべての人を絶やそうと決心した。彼ら
は地を暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地
とともに滅ぼそう。

Gen	9:11	わたしがあなたがたと立てるこの
契約により、すべて肉なる者は、もはや洪水に
よって滅ぼされることはなく、また地を滅ぼす
洪水は、再び起らないであろう」。

Gen	19:29	こうして神が低地の町々をこ
ぼたれた時、すなわちロトの住んでいた町々を
滅ぼされた時、神はアブラハムを覚えて、そ
の滅びの中からロトを救い出された。

"主は、アブラハム、イサク、ヤコブとの契約の
ゆえに、彼らを恵み、あわれみ、顧みて、彼ら
を滅ぼし尽くすことは望まず、今日まで、御顔
を背けて彼らを捨てることはなさらなかった。"　
列王記	第二　13章23節

"主は、地上に人の悪が増大し、その心
に図ることがみな、いつも悪に傾くのを
ご覧になった。"　創世記　6章5節

"そのとき主は、人間が建てた町と塔を
見るために降りて来られた。"　創世記
11章5節

7節：バビロン捕囚からの回復

"「義人はいない。一人もいない。
悟る者はいない。神を求める者はいな
い。すべての者が離れて行き、だれも
かれも無用の者となった。善を行う者はい
ない。だれ一人いない。」"
ローマ人への手紙　3章10～12節
Ps5,	10,	12,	14

天の国の国民は誰ですか？天国人。

"だれが主の山に登り得るのか。だれが聖なる
御前に立てるのか。"　詩篇　24篇3～6節

隣人をあわれむことは、主を恐れることの行動
隣人との安息を求める　－　聖なる山に住む

"彼から利息も利益も得てはならない。あなたの
神を恐れよ。同胞があなたのもとで生活できる
ようにしなさい。"
レビ記　25章36節（安息年、ヨベルの年の教
えの中で、）

"人の子は、その栄光を帯びてすべての御使いたちを伴って来るとき、
その栄光の座に着きます。"
マタイの福音書　25章31節
"それから王は右にいる者たちに言います。『さあ、わたしの父に祝福
された人たち。世界の基が据えられたときから、あなたがたのために
備えられていた御国を受け継ぎなさい。
あなたがたはわたしが空腹であったときに食べ物を与え、渇いていた
ときに飲ませ、旅人であったときに宿を貸し、
わたしが裸のときに服を着せ、病気をしたときに見舞い、牢にいたとき
に訪ねてくれたからです。』"
マタイの福音書　25章34～36節

"人が正しい者であるなら、公正と義を行う。丘の上で食事をせず、イ
スラエルの家の偶像を仰ぎ見ず、隣人の妻を汚さず、月のさわりのあ
る女に近寄らず、だれも虐げず、質物を返し、物をかすめ取らず、飢
えている者に自分の食物を与え、裸の者に衣服を着せ、利息をつけて
貸さず、高利を取らず、不正から手を引き、人と人との間を正しくさば
き、わたしの掟に従って歩み、わたしの定めを守って真実を行う。このよ
うな人が正しい人であり、この人は必ず生きる──神である主のこと
ば。"　エゼキエル書　18章5～9節

Ps13.	14.	16.	喜び楽しみで終わる
Ps13.	15.	16.	信頼するものは揺るがない

出エジプト記　15章
"主は私の力、また、ほめ歌。主は私の救いとなら
れた。この方こそ、私の神。私はこの方をほめたた
える。私の父の神。この方を私はあがめる。"2節　
"主よ、あなたの右の手は力に輝き、主よ、あなた
の右の手は敵を打ち砕く。"6節
"主よ、神々のうちに、だれかあなたのような方が
いるでしょうか。だれかあなたのように、聖であって
輝き、たたえられつつ恐れられ、奇しいわざを行う
方がいるでしょうか。あなたが右の手を伸ばされ
ると、地は彼らを吞み込んだ。あなたがあがなわ
れたこの民を、あなたは恵みをもって導き、御力を
もって、あなたの聖なる住まいに伴われた。"　
11～13節

"しかし神は、イエスを死の苦しみから解き放って、よみがえら
せました。この方が死につながれていることなど、あり得なか
ったからです。ダビデは、この方について次のように言っていま
す。『私はいつも、主を前にしています。主が私の右におられ
るので、私は揺るがされることはありません。
それゆえ、私の心は喜び、私の舌は喜びにあふれます。私の
身も、望みの中に住まいます。あなたは、私のたましいをよみ
に捨て置かず、あなたにある敬虔な者に滅びをお見せにな
らないからです。あなたは私に、いのちの道を知らせてくださ
います。あなたの御前で、私を喜びで満たしてくださいま
す。』"　使徒の働き　2章24～28節

"そして、神がイエスを死者の中からよみがえらせて、もはや
朽ちて滅びることがない方とされたことについては、こう言って
おられました。『わたしはダビデへの確かで真実な約束を、
あなたがたに与える。』ですから、ほかの箇所でもこう言って
おられます。『あなたは、あなたにある敬虔な者に滅びをお
見せになりません。』"　使徒の働き　13章33～35節

"わたしがアブラハムを選び出したの
は、彼がその子どもたちと後の家族に命
じて、彼らが主の道を守り、正義と公正を
行うようになるためであり、それによっ
て、主がアブラハムについて約束したこと
を彼の上に成就するためだ。」"
創世記　18章19節

"おごり高ぶって、多くのことを語ってはなりません。横柄なこ
とばを口にしてはなりません。まことに主は、すべてを知る神。
そのみわざは測り知れません。"満ち足りていた者がパンの
ために雇われ、飢えていた者に、飢えることがなくなります。
不妊の女が七人の子を産み、子だくさんの女が、打ちしお
れてしまいます。"　サムエル記	第一　2章3節5節

"さて、エリの息子たちはよこしまな者たちで、主を知らなかっ
た。"このように、子弟たちの罪は、主の前で非常に大きかっ
た。この人たちは主へのささげ物を侮ったのである。"　サ
ムエル記	第一　2章12節17節

"サムエルは、年老いたとき、息子たちをイスラエルのさばきつ
かさとして任命した。""しかし、この息子たちは父の道に歩ま
ず、利得を追い求め、賄賂を受け取り、さばきを曲げてい
た。"サムエル記	第一　8章1節3節

"主は言われた。「ソドムとゴモラの叫びは非常に大きく、彼
らの罪はきわめて重い。わたしは下って行って、わたしに届いた
叫びどおり、彼らが滅ぼし尽くされるべきかどうかを、見て
確かめたい。」"　創世記　18章20～21節

"また、炎のような舌が分かれて現れ、一人ひとりの上に
とどまった。すると皆が聖霊に満たされ、御霊が語らせ
るままに、他国のいろいろなことばで話し始めた。"
使徒の働き　2章3～4節

"しかし、モーセは主の前で言っ
た。「ご覧ください。私は口べた
です。どうしてファラオが私の言うこ
とを聞くでしょうか。」"
出エジプト記　6章30節
"主はモーセに言われた。「見よ、
わたしはあなたをファラオにとって
神とする。あなたの兄アロンがあな
たの預言者となる。"
出エジプト記　7章1節

"私は言った。「ああ、私は滅ん
でしまう。この私は唇の汚れた者
で、唇の汚れた民の間に住んで
いる。しかも、万軍の主である王を
この目で見たのだから。」
すると、私のもとにセラフィムのひと
りが飛んで来た。その手には、祭
壇の上から火ばさみで取った、
燃えさかる炭があった。
彼は、私の口にそれを触れさせて
言った。「見よ。これがあなたの唇
に触れたので、あなたの咎は取
り除かれ、あなたの罪も赦され
た。」"
イザヤ書　6章5～7節

へびの舌
、

いつまで 思っておられるのですか
くちびるま

、

恵みを忘れたのか
.

バベルの塔

1 1 1 1 1 くちびる 1 1 1 1 1

恵みにより頼む

偽り - 主の名を汚す

ほぼ同じ

モーセのくちびる 天からさばく 洪水
( くちびるに割礼がなり 御国を受け継ぐのはだれか、

夫の国民はだれか
、 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 乱れている滅びている

.

バベルの塔

イザヤのくちびる

神の義と怒り

偽りと真理

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

喜び軋み

モーセの歌
、

出エジプト

エリの息子の罪 ハンな祈り
からハムを選びだしたのは

主イエスのよみがえり

がエルの息子の 五旬節
わいろ ペンテコステ

。

← バベル

主 の道正義と公正 パウロ
舌

ペテロ
黠、 異言

ソドムの罪 、
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天からの声	　　　　　　　　しもべが王座に	　　　　　　　　　　　　　　　高い者が低くされ	　　　　　　　　願いの声
2サム22:51	　　　　　　地の柱は主のもの　　　　　　　　　　　　　　　	主のみが岩	　　　　　　　　1サム1:20

【詩篇の題】
"主がダビデを、すべての敵の手、特
にサウルの手から救い出された日に、
彼はこの歌のことばを主に歌った。"

天地の創造主　　　　　　　　　　　　　　　　	全知全能

【不妊の女の願い】
"「万軍の主よ。もし、あなたがはし
ための苦しみをご覧になり、私を心に
留め、このはしためを忘れず、男の子
を下さるなら、・・・」""エリは答え
た。「安心して行きなさい。イスラエ
ルの神が、あなたの願ったその願い
をかなえてくださるように。」彼女
は、「はしためが、あなたのご好意を
受けられますように」と言った。・・・主
は彼女を心に留められた。・・・ハン
ナは身ごもって男の子を産んだ。そして
「私がこの子を主にお願いしたのだ
から」と言って、その名をサムエルと呼
んだ。"　サムエル記	第一　1章
"主はハンナを顧み、彼女は身ごもっ
て、三人の息子と二人の娘を産んだ。
少年サムエルは主のみもとで成長し
た。"　"一方、少年サムエルは、主
にも人にもいつくしまれ、ますます成長
した。"　サムエル記	第一　2章
21,	26節

【邪悪で不品行の時代　マタイ12:39】
"さて、エリの息子たちはよこしまな者たちで、主を知らなかった。"　サムエル記	第一　2章12節
（よこしまな者＝ベリアルの子ら　まむしの子ら）
"このように、子弟たちの罪は、主の前で非常に大きかった。この人たちは主へのささげ物を侮ったのである。"　サムエル記	第一　2章17節
"しかし、この息子たちは父の道に歩まず、利得を追い求め、賄賂を受け取り、さばきを曲げていた。"　サムエル記	第一　8章3節

【ハンナの祈りで始まり、ダビデの歌で終わる　ダビデ記（サムエル記）】			2サムエル22章＝18篇

"主は岩。主のみわざは完全。まことに主の道
はみな正しい。主は真実な神で偽りがなく、
正しい方、直ぐな方である。"
"今、見よ、わたし、わたしこそがそれである。
わたしのほかに神はいない。わたしは殺し、
また生かす。わたしは傷つけ、また癒やす。"　
申命記　32章4節、39節

最後の士師サムエル、最後の預言者ヨハネ
油注ぐ預言者、バプテスマの預言者
不妊の女エリサベツ、ヨハネ、ヨハンナ、ハンナ
サムエルの人生はハンナの歌ではじまる
ヨハネの人生はザカリヤの歌ではじまる
（サムソン、マノアの妻　士師記13:-）

【巻物の中での役割】
12-17は乱れ時代。18は救
われた、新しい時代が来た！
ダビデの人生の総集編　書いて
あるとおり、恵みは真実

【主は岩、申命記32章で囲まれる】
申32:4	主は岩であって、そのみわ
ざは全く、その道はみな正しい。主は
真実なる神であって、偽りなく、義で
あって、正である。
申32:13	岩の中から蜜を吸わせ、
堅い岩から油を吸わせ、
申32:15	エシュルンは肥え太っ
て、・・・自分を造った神を捨て、救
の岩を侮った。
申32:18	あなたは自分を生んだ岩
を軽んじ、自分を造った神を忘れた。
申32:31	彼らの岩はわれらの岩に
及ばない。われらの敵もこれを認め
ている。
申32:37	そのとき主は言われるであ
ろう、『彼らの神々はどこにいるか、
彼らの頼みとした岩はどこにあるか。

"みな、同じ霊的な飲み物を飲みま
した。彼らについて来た霊的な岩から
飲んだのです。その岩とはキリストで
す。"
コリント人への手紙	第一　10章4節

"シモン・ペテロが答えた。「あなた
は生ける神の子キリストです。」"
"そこで、わたしもあなたに言います。
あなたはペテロです。わたしはこの岩
の上に、わたしの教会を建てます。よ
みの門もそれに打ち勝つことはでき
ません。"
マタイの福音書　16章16、18節

"ハンナは祈った。「私の心は主
にあって大いに喜び、私の角は主
によって高く上がりま
す。・・・"　"主が、ご自分の王
に力を与え、主に油注がれた者
の角を高く上げてくださいますよう
に。」"サムエル記	第一　2章
1、10節

【恵みを取り去ることなし】
"王が自分の家に住んでいたとき
のことである。主は、周囲のすべて
の敵から彼を守り、安息を与えて
おられた。"・・・"その夜のことで
ある。次のような主のことばがナタ
ンにあった。"・・・"しかしわたし
の恵みは、わたしが、あなたの前
から取り除いたサウルからそれを
取り去ったように、彼から取り去ら
れることはない。あなたの家とあな
たの王国は、あなたの前にとこし
えまでも確かなものとなり、あな
たの王座はとこしえまでも堅く立
つ。』」"
サムエル記	第二　7章

ダビデの子の勝利	　　　　敵の国々から救う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よみから救う　	わが岩、救いの角
油注がれた者　　　　　　　	わが岩		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盾（アブラハム）

岩が国々と民に報いる（詩篇17:恵みによって救う）　　　　　　　　　　　　　　　　	岩が王を死から救う（詩篇16:より頼むのを死から救う）

私は義しく歩む（詩篇15:だれが幕屋に？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	天の御座から答える（詩篇14:天から見る）

敵を滅ぼす（詩篇13:いつまでですか？）																																					　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主のことばは真実（詩篇12:偽りの舌）

【主の声】

"神は仰せられた。「光、あれ。」すると光
があった。"
創世記　1章3節
"そよ風の吹くころ、彼らは、神である主が
園を歩き回られる音を聞いた。それで人とその
妻は、神である主の御顔を避けて、園の木
の間に身を隠した。"
創世記　3章8節

"・・・命令を、その『宥めの蓋』の上から、
あかしの箱の上の二つのケルビムの間から、
ことごとくあなたに語る。"
出エジプト記　25章22節
"モーセは、主と語るために会見の天幕に入
ると、あかしの箱の上にある「宥めの蓋」の上
から、すなわち二つのケルビムの間から、彼
に語られる御声を聞いた。"
民数記　7章89節
"主の声は水の上にあり栄光の神は雷鳴をと
どろかせる。主は大水の上におられる。"　
詩篇　29篇3節

"すると雲の中から言う声がした。「これはわた
しの選んだ子。彼の言うことを聞け。」"　
ルカの福音書　9章35節

"私は主の日に御霊に捕らえられ、私のうし
ろにラッパのような大きな声を聞い
た。"　"その声は大水のとどろきのようであっ
た。"　ヨハネの黙示録　1章10、15節
"また、私は天からの声を聞いた。それは大
水のとどろきのようであり、激しい雷鳴のよう
でもあった。しかも、私が聞いたその声は、
竪琴を弾く人たちが竪琴に合わせて歌う声の
ようであった。"　ヨハネの黙示録　14章
2節
"また私は、大群衆の声のような、大水のと
どろきのような、激しい雷鳴のようなものが
こう言うのを聞いた。「ハレルヤ。私たちの神
である主、全能者が王となられた。"
ヨハネの黙示録　19章6節

黙示録全体は大音量のシンフォニー（多楽
章構成の大規模な楽曲）、オラトリオ（「宗
教的な題材による歌詞」をもつ，独唱，重
唱，合唱，管弦楽のための総合的で大規
模な音楽作品、演劇なし）

【主の声を殺す、主のことばを聞きたくない】
"蛇よ、まむしの子孫よ。・・・それは、義人アベルの血から、神殿と祭壇の間でおまえたちが殺した、バラキヤの子ザ
カリヤの血まで、地上で流される正しい人の血が、すべておまえたちに降りかかるようになるためだ。"　"エルサレム、
エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者よ。"マタイの福音書　23章33～35、37節

【主の道、ダビデの道】

"わたしがアブラハムを選び出したのは、彼がその子どもたちと
後の家族に命じて、彼らが主の道を守り、正義と公正を行うように
なるためであり・・・」"　創世記　18章19節

"栄光を私たちの神に帰せよ。主は岩。主のみわざは完全。まこと
に主の道はみな正しい。主は真実な神で偽りがなく、正しい方、
直ぐな方である。"　申命記　32章3～4節

"ギブオンで主は夜の夢のうちにソロモンに現れた。神は仰せら
れた。「あなたに何を与えようか。願え。」"・・・"また、あなた
の父ダビデが歩んだように、あなたもわたしの掟と命令を守ってわ
たしの道に歩むなら、あなたの日々を長くしよう。」"　列王記	第
一　3章5節～14節
"そこで今、イスラエルの神、主よ。あなたのしもべ、私の父ダビ
デに約束されたことを、ダビデのために守ってください。『あなた
がわたしの前に歩んだように、あなたの子孫がその道を守
り、・・・"　列王記	第一　8章25、60節

"主は・・・ソロモンに再び現れた。"　"もしあなたが、あなた
の父ダビデが歩んだように、全き心と正直さをもってわたしの前に
歩み、わたしがあなたに命じたことすべてをそのまま実行し、わたし
の掟と定めを守るなら、わたしが、あなたの父ダビデに『あなたに
は、イスラエルの王座から人が断たれることはない』と約束したと
おり、あなたの王国の王座をイスラエルの上にとこしえに立たせよ
う。"　列王記	第一　9章2節、4～5節

【ダビデの子主イエス】
マリアに　"その子は大いなる者となり、いと高き方の子と呼ばれ
ます。また神である主は、彼にその父ダビデの王位をお与えにな
ります。"　ルカの福音書　1章32節
ヨハネ　"「荒野で叫ぶ者の声がする。『主の道を用意せよ。主
の通られる道をまっすぐにせよ。"　ルカの福音書　3章4節

【モーセの歌と子羊の歌】

"彼らは神のしもべモーセの歌と子羊の
歌を歌った。
「主よ、全能者なる神よ。あなたのみわ
ざは偉大で、驚くべきものです。諸国の
民の王よ。あなたの道は正しく真実です。
主よ、あなたを恐れず、御名をあがめな
い者がいるでしょうか。あなただけが聖
なる方です。すべての国々の民は来て、あ
なたの御前にひれ伏します。あなたの
正しいさばきが明らかにされたからで
す。」"　
ヨハネの黙示録　15章3～4節

ハンナ

誓いを果たします

めぐみ、あわれみ

詩篇17

山上の説教
隣人との平和

道歩み

敵を滅ぼした国々を救うものなし

幸いな者　1-7/8-11
　主の道	12-17/18
　主の道	19-25/26-31
幸いな者	32-36/37-41

〇 〇
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私のことば・声																			教えはわが岩							教えはあがない主																								天のことば・声

													しもべの知恵(へりくだる者)																								主の知恵(すべてをさばく)
王を救う													右手で敵から救う										願いが満たされる						聖所から救う
御名を覚える																																					いけにえを覚える	

敵をさばく																																					民を受け入れる	

主の力							子孫、家が断絶											右の手で怒り滅ぼす												とこしえのいのち													とこしえの祝福						主の力
	

怒り・右手のさばき(燃える火、子孫の滅び)																										恵み・願いを聞く(栄光といのち)

御名を賛美																																											悪者からの救い	-	犬をさばく																																																				罪の許し（信頼）	-	羊を救う　																			聖なる御名
																																																																																																																																																																							

御国（主は王の王）																																		御心（悩者を見捨てない）
:29	食べて生きる																																		:26	食べて満ちたりて生きる

主の家に住む			敵の前で平安				恐れがない							乏しくない
			

【主のしもべの祈り】
アブラハム、モーセ、ダビデ、ソロモン、ダニエル・・・
1Kg	8:26	イスラエルの神よ、どうぞ、あなたのしもべであるわたしの
父ダビデに言われた言葉を確認してください。
1Kg	8:28	しかしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧みて、しもべ
がきょう、あなたの前にささげる叫びと祈をお聞きください。
Dan	9:17	それゆえ、われわれの神よ、しもべの祈と願いを聞いてく
ださい。主よ、あなたご自身のために、あの荒れたあなたの聖所に、あ
なたのみ顔を輝かせてください。

【ごう慢の罪、高ぶるな】
Deu	17:19-20	世に生きながらえる日の間、常にそれを自分のもと
に置いて読み、こうしてその神、主を恐れることを学び、この律法のすべ
ての言葉と、これらの定めとを守って行わなければならない。そうすれば
彼の心が同胞を見くだして、高ぶることなく、また戒めを離れて、右にも
左にも曲ることなく、その子孫と共にイスラエルにおいて、長くその位にと
どまることができるであろう。

【天の軍勢の声、ハレルヤ】
Rev	19:1-2	この後、わたしは天の大群衆が大声で唱えるような声
を聞いた、「ハレルヤ、救と栄光と力とは、われらの神のものであり、そ
のさばきは、真実で正しい。

【出エジプト15章	モーセの歌	主は王である】
Exd	15:1	そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌を主に
むかって歌った。彼らは歌って言った、「主にむかってわたしは歌
おう、彼は輝かしくも勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に
投げ込まれた。
Exd	15:3	主はいくさびと、その名は主。
Exd	15:17	あなたは彼らを導いて、あなたの嗣業の山に
植えられる。主よ、これこそあなたのすまいとして、みずから造ら
れた所、主よ、み手によって建てられた聖所。
Exd	15:18	主は永遠に統べ治められる」。

【聖所とは、主が名を置く場所】
Deu	12:11	あなたがたの神、主はその名を置くために、一
つの場所を選ばれるであろう。
1Kg	8:29	あなたが『わたしの名をそこに置く』と言われた
所、すなわち、この宮に向かって夜昼あなたの目をお開きくださ
い。しもべがこの所に向かって祈る祈をお聞きください。
2Ch	7:16	今わたしはわたしの名をながくここにとどめるため
に、この宮を選び、かつ聖別した。わたしの目とわたしの心は
常にここにある。

【主の恵みは変わることなし】
Psa	18:50	主はその王に大いな
る勝利を与え、その油そそがれた者
に、ダビデとその子孫とに、とこしえ
にいつくしみを加えられるでしょう。	
Psa	89:3	あなたは言われまし
た、「わたしはわたしの選んだ者と
契約を結び、わたしのしもべダビデ
に誓った、
2Ch	6:42	主なる神よ、どうぞあ
なたの油そそがれた者の顔を退け
ないでください。あなたのしもべダビ
デに示されたいつくしみを覚えて下さ
い」。

【御手による救い】
Exd	13:14	後にな
って、あなたの子が『こ
れはどんな意味です
か』と問うならば、これ
に言わなければならな
い、『主が強い手をもっ
て、われわれをエジプト
から、奴隷の家から導
き出された。

【見放さず、見捨てない】
Deu	31:6	あなたがたは強く、かつ勇ましくなければならない。彼らを恐
れ、おののいてはならない。あなたの神、主があなたと共に行かれるからであ
る。主は決してあなたを見放さず、またあなたを見捨てられないであろう」。

【主イエスの十字架上での祈り】
Mtt	27:46	そして三時ごろに、イエスは大声で叫んで、「エリ、エリ、レ
マ、サバクタニ」と言われた。それは「わが神、わが神、どうしてわたしをお見
捨てになったのですか」という意味である。
Jhn	19:30	すると、イエスはそのぶどう酒を受けて、「すべてが終った」と
言われ、首をたれて息をひきとられた。

【大祭司が十字架にかかり着座した】
Hbr	5:7	キリストは、その肉の生活の時には、激しい叫びと涙とをもって、
ご自分を死から救う力のあるかたに、祈と願いとをささげ、そして、その深い
信仰のゆえに聞きいれられたのである。
Hbr	12:2	信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つ
つ、走ろうではないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をも
いとわないで十字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。

【主の祈り】
１）御名
２）御国
３）御心
４）パン
５）罪の赦し
６）悪者からの救い

【平和の牧者】
Ezk	34:20-31,	37:15-28
Ezk	34:23	わたしは彼らの上にひとりの牧者を立
てる。すなわちわがしもべダビデである。彼は彼らを
養う。彼は彼らを養い、彼らの牧者となる。
Ezk	34:25	わたしは彼らと平和の契約を結び
Ezk	34:31	あなたがたはわが羊、わが牧場の
羊である。わたしはあなたがたの神であると、主なる
神は言われる」。
Ezk	37:24	わがしもべダビデは彼らの王となる。
彼らすべての者のために、ひとりの牧者が立つ。彼ら
はわがおきてに歩み、わが定めを守って行う。
Ezk	37:26	わたしは彼らと平和の契約を結ぶ。
これは彼らの永遠の契約となる。わたしは彼らを祝
福し、彼らをふやし、わが聖所を永遠に彼らの中に
置く。

"永遠の契約の血による羊の大牧者、私
たちの主イエスを、死者の中から導き出さ
れた平和の神が、
あらゆる良いものをもって、あなたがたを整
え、みこころを行わせてくださいますよう
に。また、御前でみこころにかなうこと
を、イエス・キリストを通して、私たちのう
ちに行ってくださいますように。栄光が
世々限りなくイエス・キリストにありますよ
うに。アーメン。"
ヘブル人への手紙　13章20～21節

【牧場に伏させる】
Mtt	14:19	そして群衆に命じて、草の
上にすわらせ、五つのパンと二ひきの魚とを
手に取り、天を仰いでそれを祝福し、パン
をさいて弟子たちに渡された。弟子たちはそ
れを群衆に与えた。
Mtt	15:35	そこでイエスは群衆に、地
にすわるようにと命じ、
Jhn	10:11	わたしはよい羊飼である。よ
い羊飼は、羊のために命を捨てる。

【敵をさばいて救い出す　-　しもべをあがない過越す】

恥をもいとわないで十字架を忍び

神の御座の右に座する

万軍の主								戦いの主																メシア・救い主																			天地の創造主

悩みから救い出す																																		苦しみから救い出す																																																恵みを覚えて																																																信頼している
			

栄光の王																																					わたしは主である

敵、恥																																												罪（対主）																																																					罪（対主)																																																			敵、恥	

■ダビデが契約の箱を安置し、
　その王座の前で歌う　1歴代誌16章
1Ch	16:1	人々は神の箱をかき入れて、ダビ
デがそのために張った幕屋のうちに置き、1Ch	
16:4	ダビデはまたレビびとのうちから主の箱の
前に仕える者を立てて、イスラエルの神、主をあ
がめ、感謝し、ほめたたえさせた。

■全地よ、主は王である
1Ch	16:30	全地よ、そのみ前におののけ。
世界は堅く立って、動かされることはない。天は
喜び、地はたのしみ、もろもろの国民の中に言
え、「主は王であられる」と。海とその中に満つ
るものとは鳴りどよめき、田畑とその中のすべて
の物は喜べ。

■栄光と力
1Ch	16:28	もろもろの民のやからよ、主に帰
せよ、栄光と力とを主に帰せよ。

■創造主と偶像
1Ch	16:26	もろもろの民のすべての神はむ
なしい。しかし主は天を造られた。

■ヤコブの神
1Ch	16:16	アブラハムと結ばれた契約、イ
サクに誓われた約束である。1Ch	16:17	主
はこれを堅く立ててヤコブのために定めとし、イス
ラエルのためにとこしえの契約として、

■御顔を慕い求めよ
1Ch	16:11	主とそのみ力とを求めよ。つねに
そのみ顔をたずねよ。

■戦いの主
Exd	15:3	主はいくさびと、その名は主。

■エジプトから連れ出した主：Deu	
10:17	あなたがたの神である主は、神の
神、主の主、大いにして力ある恐るべき神にまし
まし、人をかたより見ず、また、まいないを取らず

■主イエスの入場
Mtt	21:5	すなわち、
「シオンの娘に告げよ、
見よ、あなたの王がおい
でになる、柔和なおかた
で、ろばに乗って、くびき
を負うろばの子に乗っ
て」。

■栄光の王が新しい
創造のために来る黙
示録、大勝利の歌
Rev	5:13	またわたし
は、天と地、地の下と海
の中にあるすべての造られ
たもの、そして、それらの
中にあるすべてのものの言
う声を聞いた、「御座に
いますかたと小羊とに、さ
んびと、ほまれと、栄光
と、権力とが、世々限り
なくあるように」。Rev	
19:1	この後、わたしは
天の大群衆が大声で唱
えるような声を聞いた、
「ハレルヤ、救と栄光と力
とは、われらの神のもの
であり、

■アブラハム：Gen	18:19	わたしは彼が後の子らと家族とに命じて主
の道を守らせ、正義と公道とを行わせるために

■ソロモンの執り成し：2Ch	6:21	どうぞ、しもべと、あなたの民イスラ
エルがこの所に向かって祈る時に、その願いをお聞きください。あなたのす
みかである天から聞き、聞いておゆるしください。2Ch	6:22	もし人がそ
の隣り人に対して罪を犯し、誓いをすることを求められるとき、来てこの宮で、
あなたの祭壇の前に誓うならば、2Ch	6:23	あなたは天から聞いて、行
い、あなたのしもべらをさばき、悪人に報いをなして、その行いの報いをその
こうべに帰し、義人を義として、その義にしたがってその人に報いてください。

■金の子牛の執り成し：Exd	33:13	それで今、わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、どうか、あなたの道
を示し、あなたをわたしに知らせ、あなたの前に恵みを得させてください。	

■主の御名の宣言：Exd	34:6	主は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、
いつくしみと、まこととの豊かなる神、Exd	34:7	いつくしみを千代までも施し、悪と、とがと、罪とをゆるす者、しかし、罰す
べき者をば決してゆるさず、父の罪を子に報い、子の子に報いて、三、四代におよぼす者」。Exd	34:9	そして言った、
「ああ主よ、わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、かたくなな民ですけれども、どうか主がわたしたちのうちにあっ
て一緒に行ってください。そしてわたしたちの悪と罪とをゆるし、わたしたちをあなたのものとしてください」。

■ダビデからソロモン
へ：
1Kg	1:29	すると王は誓
って言った、「わたしの命をす
べての苦難から救われた主
は生きておられる。
1Kg	2:3	あなたの神、
主のさとしを守り、その道に
歩み、その定めと戒めと、
おきてとあかしとを、モーセ
の律法にしるされていると
おりに守らなければならな
い。そうすれば、あなたが
するすべての事と、あなたの
向かうすべての所で、あな
たは栄えるであろう。

■ダビデの子ヨセフへ
のことば：Mtt	1:21	
彼女は男の子を産むであろ
う。その名をイエスと名づけ
なさい。彼は、おのれの民
をそのもろもろの罪から救う
者となるからである」。
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						主とともに住む			栄光、ハレルヤ・歌																									誓いを果たす	アーメン・歌

あわれみたまえ														主とともに																					偽りを憎む																			恵みを行なう　　　　　　　　　見捨てない	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主がともにいる

強くあれ　　　　　　　　　　　　　　　　	御顔を慕う	　　　　　　　　　　　　　　主の家に住む	　　　　　　　　　　　　敵を恐れない
■主を愛しているかどうか：主の道に

歩むかどうかでわかる

私をためし、試み：Deu	8:2	あな

たの神、主がこの四十年の間、荒野で

あなたを導かれたそのすべての道を覚え

なければならない。それはあなたを苦し

めて、あなたを試み、あなたの心のうちを

知り、あなたがその命令を守るか、どうか

を知るためであった。（主を愛しているかど

うかを試された）

シェバの女王：1Kg	10:9	あなたの

神、主はほむべきかな。主はあなたを喜

び、あなたをイスラエルの位にのぼらせら

れました。主は永久にイスラエルを愛せら

れるゆえ、あなたを王として公道と正義とを

行わせられるのです」。

■さばいてください：ソ

ロモンの知恵あるさばき

1Kg	3:9	それゆえ、聞き

わける心をしもべに与えて、

あなたの民をさばかせ、わ

たしに善悪をわきまえることを

得させてください。だれ

が、あなたのこの大いなる

民をさばくことができましょ

う」。

2Ch	6:23	あなたは天か

ら聞いて、行い、あなたのし

もべらをさばき、悪人に報い

をなして、その行いの報いを

そのこうべに帰し、義人を義

として、その義にしたがってそ

の人に報いてください。

■誠実に歩む：ダビデの道

2Ch	7:17	あなたがもし父ダビデ

の歩んだようにわたしの前に歩み、わ

たしが命じたとおりにすべて行って、わ

たしの定めとおきてとを守るならば、
■モーセからヨシュアと民へのことば
Deu	31:3	あなたの神、主はみずからあなたに先立って渡り、あなた

の前から、これらの国々の民を滅ぼし去って、あなたにこれを獲させられる

であろう。また主がかつて言われたように、ヨシュアはあなたを率いて渡る

であろう。Deu	31:4	主がさきにアモリびとの王シホンとオグおよびそ

の地にされたように、彼らにもおこなって彼らを滅ぼされるであろう。

Deu	31:6	あなたがたは強く、かつ勇ましくなければならない。彼らを

恐れ、おののいてはならない。あなたの神、主があなたと共に行かれる

からである。主は決してあなたを見放さず、またあなたを見捨てられない

であろう」。

■ダビデからソロモンへのことば

1Ch	22:13	あなたがもし、主がイスラエルについてモーセに命じられ

た定めとおきてとを慎んで守るならば、あなたは栄えるであろう。心を強く

し、勇め。恐れてはならない、おののいてはならない。1Ch	28:20	

　

■主の御顔、顔を隠す

Deu	31:11	イスラエルのすべての人

があなたの神、主の前（主の御顔）に

出るため、主の選ばれる場所に来ると

き、あなたはイスラエルのすべての人の前

でこの律法を読んで聞かせなければな

らない。Deu	31:17	その日には、わた

しは彼らにむかって怒りを発し、彼らを捨

て、わたしの顔を彼らに隠すゆえに、彼ら

は滅ぼしつくされ、多くの災と悩みが彼

らに臨むであろう。そこでその日、彼らは言

うであろう、『これらの災がわれわれに臨

むのは、われわれの神がわれわれのうち

におられないからではないか』。Deu	

31:18	しかも彼らがほかの神々に帰し

て、もろもろの悪を行うゆえに、わたしはそ

の日には必ずわたしの顔を隠すであろう。

■主を恐れ、主の道を歩む

Deu	10:12	イスラエルよ、今、あなた

の神、主があなたに求められる事はなん

であるか。ただこれだけである。すなわち

あなたの神、主を恐れ、そのすべての道

に歩んで、

■ダビデの道を歩む

2Ch	7:17	あなたがもし父ダビデの歩

んだようにわたしの前に歩み、

■教会は新しい主の家である、家の

中の一致

1Co	16:13	目をさましていなさい。信

仰に立ちなさい。男らしく、強くあってほし

い。1Co	16:14	いっさいのことを、愛を

もって行いなさい。

■主の家を建てる　
1歴代誌17章
1Ch	17:1	さてダビ

デは自分の家に住むよ
うになったとき、預言者
ナタンに言った、「見よ、
わたしは香柏の家に住
んでいるが、主の契約
の箱は天幕のうちにあ
る」。

■主の名、恵みにより頼む：
Exd	34:6	主は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれ
みあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみと、まこととの豊かなる
神、	Exd	33:19	主の名をあなたの前にのべるであろう。わたし
は恵もうとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ」。

牧者のさばき	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊の願いの声を聞く
　民を祝福	　　　　わが力、盾	　　　　　　　　御手のさばき・報い　　　　　　　	わが岩主が王座に座す	　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　栄光と力を主に帰せよ

民に力、民を祝福　　　　主の声（喜び）	　　　　　主の声（さばき）　1歴16,	詩篇96

叫ぶと助ける神　　　　　　　　　　御名をほめうたう　　　　　　御名をほめうたう　　　　　　　　叫ぶと助ける神
嘆きが踊りに（いつまでも）　　　　　　　	墓に下らせない	　　　　怒りはつかの間（いつまで）	　　　　墓からか引き上げる窮状を訴える、あわれみたまえ	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願いを聞く

恐れに囲まれ、いのちをねらう		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩なる主の御手に

願いを聞く　　　　　　　　　　　　　　　窮状を訴える、あわれみたまえ	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほむべきかな主	　　　　　　　　　　　　　恥を見させるな、ラション・ハラア

■十字架上の最後のことば（ルカ福音書）
Lke	23:46	そのとき、イエスは声高く叫んで言
われた、「父よ、わたしの霊をみ手にゆだねま
す」。こう言ってついに息を引きとられた。

■ステパノの殉教
Act	6:12	その上、民衆や長老たちや
律法学者たちを煽動し、彼を襲って捕え
させ、議会にひっぱってこさせた。
Act	6:13	それから、偽りの証人たち
を立てて言わせた、「この人は、この聖所
と律法とに逆らう言葉を吐いて、どうして
も、やめようとはしません。
（Act	7:56	そこで、彼は「ああ、天
が開けて、人の子が神の右に立っておい
でになるのが見える」と言った。）

Act	7:59	こうして、彼らがステパノに
石を投げつけている間、ステパノは祈りつ
づけて言った、「主イエスよ、わたしの霊を
お受け下さい」。
（Act	7:60	そして、ひざまずいて、大
声で叫んだ、「主よ、どうぞ、この罪を彼
らに負わせないで下さい」。こう言って、彼
は眠りについた。）
（Act	8:1	サウロは、ステパノを殺す
ことに賛成していた。その日、エルサレム
の教会に対して大迫害が起り、使徒以
外の者はことごとく、ユダヤとサマリヤと
の地方に散らされて行った。）

■御力の箱（王座、十戒
の板、ケルビムの間から
声）
2Ch	6:19	わが神、主よ、

しもべの祈と願いを顧みて、し
もべがあなたの前にささげる
叫びと祈をお聞きください。
2Ch	6:20	どうぞ、あなたの
目を昼も夜もこの家に、すなわ
ち、あなたの名をそこに置くと言
われた所に向かってお開きくだ
さい。どうぞ、しもべがこの所
に向かってささげる祈をお聞き
ください。

2Ch	6:41	主なる神よ、今

あなたと、あなたの力の箱が
立って、あなたの安息所におは
いりください。

■栄光と力（次の詩篇）
Psa	29:11	主はその民に力
を与え、平安をもってその民を祝
福されるであろう。

■モーセの歌

Exd	15:2	主はわたしの力ま
た歌、わたしの救となられた、
彼こそわたしの神、わたしは彼

をたたえる、彼はわたしの父の

神、わたしは彼をあがめる。

Exd	15:13	あなたは、あが
なわれた民を恵みをもって導き、

み力をもって、あなたの聖なるす
まいに伴われた。

■栄光の雲が牧者のしるし
Exd	13:21	主は彼らの前に
行かれ、昼は雲の柱をもって彼
らを導き、夜は火の柱をもって彼
らを照し、昼も夜も彼らを進み
行かせられた。

■ダビデの感謝（契約の箱を幕屋に安置）
1Ch	16:28	もろもろの民のやからよ、主に帰せよ、
栄光と力とを主に帰せよ。1Ch	16:29	そのみ名に
ふさわしい栄光を主に帰せよ。供え物を携えて主のみ
前にきたれ。聖なる装いをして主を拝め。

■契約の箱は主の足台（王座の前にある箱）
「わたしは主の契約の箱のため、われわれの神の足
台のために安住の家を建てようとの志をもち、

■ラッパの音、ヨベル（雄羊の角）の年、自由の年
Exd	19:19	ラッパの音が、いよいよ高くなったとき、モーセは
語り、神は、かみなりをもって、彼に答えられた。
Lev	25:9	七月の十日にあなたはラッパの音を響き渡らせなけ
ればならない。すなわち、贖罪の日に
Lev	25:11	五十年目はあなたがたにはヨベルの年である。
Jsh	6:6	ヌンの子ヨシュアは祭司たちを召して言った、「あなたが
たは契約の箱をかき、七人の祭司たちは雄羊の角（ヨベル）のラ
ッパ（ショファー）七本を携えて、主の箱に先立たなければならな
い」。

■黙示録は主の声、軍勢の声
（声が44回）
Rev	1:10	ところが、わたしは、主の日に
御霊に感じた。そして、わたしのうしろの方
で、ラッパのような大きな声がするのを聞い
た。

Rev	8:2	それからわたしは、神のみまえに
立っている七人の御使を見た。そして、七つの
ラッパが彼らに与えられた。
Rev	10:3	ししがほえるように大声で叫ん
だ。彼が叫ぶと、七つの雷がおのおのその
声を発した。

■力と栄光を賛美
Rev	5:11	さらに見ていると、御座と生き
物と長老たちとのまわりに、多くの御使たち
の声が上がるのを聞いた。その数は万の幾万
倍、千の幾千倍もあって、Rev	5:12	大声
で叫んでいた、「ほふられた小羊こそは、力
と、富と、知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、
さんびとを受けるにふさわしい」。
Rev	5:13	またわたしは、天と地、地の下
と海の中にあるすべての造られたもの、そし
て、それらの中にあるすべてのものの言う声を聞
いた、「御座にいますかたと小羊とに、さん
びと、ほまれと、栄光と、権力とが、世々限り
なくあるように」。Rev	5:14	四つの生き物
はアァメンと唱え、長老たちはひれ伏して礼
拝した。

■さばきは速やかに来る（一瞬で大逆転）
Deu	32:35	彼らの足がすべるとき、わたしはあだを
返し、報いをするであろう。彼らの災の日は近く、彼らの
破滅は、すみやかに来るであろう。
Hab	2:3	この幻はなお定められたときを待ち、終り
をさして急いでいる。それは偽りではない。もしおそけ
れば待っておれ。それは必ず臨む。滞りはしない。
Hbr	10:37	「もうしばらくすれば、きたるべきかた
がお見えになる。遅くなることはない。
Rev	22:20	これらのことをあかしするかたが仰せに
なる、「しかり、わたしはすぐに来る」。

■罪と死から自由にするのがヨベルの年
Lke	4:16	それからお育ちになったナザレに行き、安息日に
いつものように会堂にはいり、聖書を朗読しようとして立たれ
た。Lke	4:17	すると預言者イザヤの書が手渡されたの
で、その書を開いて、こう書いてある所を出された、Lke	
4:18	「主の御霊がわたしに宿っている。貧しい人々に福音を
宣べ伝えさせるために、わたしを聖別してくださったからである。
主はわたしをつかわして、囚人が解放され、盲人の目が開か
れることを告げ知らせ、打ちひしがれている者に自由を得させ、
Lke	4:19	主のめぐみの年を告げ知らせるのである」。
Rom	8:2	なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の
法則は、罪と死との法則からあなたを解放したからである。
Rom	8:21	かつ、被造物自身にも、滅びのなわめから解
放されて、神の子たちの栄光の自由に入る望みが残されてい
るからである。

■最後の敵である死
1Co	15:24	それから終末となって、その時に、キリストはす
べての君たち、すべての権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父
なる神に渡されるのである。

1Co	15:25	なぜなら、キリストはあらゆる敵をその足もとに
置く時までは、支配を続けることになっているからである。
1Co	15:26	最後の敵として滅ぼされるのが、死である。
Rev	20:14	それから、死も黄泉も火の池に投げ込まれた。
この火の池が第二の死である。

■ハンナの歌
1Sm	2:10	主と争うものは粉々に砕かれるであろう、主は彼らにむか
って天から雷をとどろかし、地のはてまでもさばき、王に力を与え、油そそ
がれた者の力を強くされるであろう」。

■新しい歌（詩篇96篇で引用される）
Psa	96:1	新しい歌を主にむかってうたえ。
Rev	5:9	彼らは新しい歌を歌って言った、

■全世界に行け！（強くあれ、雄々しくあれ）
Mtt	28:18	イエスは彼らに近づいてきて言われ
た、「わたしは、天においても地においても、いっさい
の権威を授けられた。Mtt	28:19	それゆえに、
あなたがたは行って、すべての国民を弟子として、父と
子と聖霊との名によって、彼らにバプテスマを施し、
Mtt	28:20	あなたがたに命じておいたいっさい
のことを守るように教えよ。見よ、わたしは世の終りま
で、いつもあなたがたと共にいるのである」。

■十字架上の最後のことば
（ヨハネ福音書）
Jhn	19:30「完了した」と言われ、
Psa	22:31	告げる義を、後に生れる民
に、なぜなら彼はなされた
Gen	2:2	神は第七日にその作業を終え
られた。すなわち、そのすべての作業を終っ
て第七日に休まれた。Gen	2:3	神はそ
の第七日を祝福して、これを聖別された。
神がこの日に、そのすべての創造のわざを
終って休まれたからである。
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喜べ、主に信頼																				主は隠れ場（囲む）.				罪を隠さない															幸いな者、罪を隠される
																主の懲らしめ																																																														主の怒り

主が囲む																																		隠す-隠さない
主の恵みを待ち望む																						国々をさばく																																			天地を創る、民を創る																															主の恵みを喜ぶ
主はわれらの救い																			この世の力は救いにならない																													主を恐れよ	

主は見て良しとする																																																																			主はことばで創る
	

■主の名（金の子牛の事件、
罪を赦す神）
Exd	34:6	主は彼の前を過ぎ
て宣べられた。「主、主、あわれ
みあり、恵みあり、怒ることおそ
く、いつくしみと、まこととの豊かな
る神、Exd	34:7	いつくしみを
千代までも施し、悪と、とがと、
罪とをゆるす者・・・
Exd	34:9	・・・そしてわたした
ちの悪と罪とをゆるし、わたしたちを
あなたのものとしてください」。

■神殿に向かって天の神に
祈る（神殿奉献の祈り）
2Ch	6:24	もしあなたの民イス
ラエルが、あなたに対して罪を犯
したために、敵の前に敗れた
時、あなたに立ち返って、あなた
の名をあがめ、この宮であなたの
前に祈り願うならば、
2Ch	6:25	あなたは天から聞
き、あなたの民イスラエルの罪をゆ
るして、あなたが彼らとその先祖
に与えられた地に彼らを帰らせて
ください。
■神殿の場所が示される
事件（人口調査の罪）
1Ch	21:8	そこでダビデは神
に言った、「わたしはこの事を行っ
て大いに罪を犯しました。しかし今
どうか、しもべの罪を除いてくださ
い。わたしは非常に愚かなことを
いたしました」。1Ch	21:26	こ
うしてダビデは主のために、その
所に一つの祭壇を築き、燔祭と
酬恩祭をささげて、主を呼んだ。
主は燔祭の祭壇の上に天から火
を下して答えられた。1Ch	22:1	
それでダビデは言った、「主なる
神の家はこれである、イスラエル
のための燔祭の祭壇はこれであ
る」と。

■直接引用（罪の赦し->相続人になる）
Rom	4:6	ダビデもまた、行いがなくても神に義と
認められた人の幸福について、次のように言っている、

■ヒゼキヤ王の信頼（2歴代誌32章）
2歴代誌29-32章　ヒゼキヤの礼拝改革
■ヒゼキヤとアッシリア王セナケリブと高官ラブシャケ
（2列王記18-21章、イザヤ36-39章）
2Kg	18:5	ヒゼキヤはイスラエルの神、主に信頼した。そのために彼のあとにも彼の先に
も、ユダのすべての王のうちに彼に及ぶ者はなかった。2Kg	18:19	ラブシャケは彼らに言
った、「ヒゼキヤに言いなさい、『大王、アッスリヤの王はこう仰せられる。あなたが頼みとす
る者は何か。2Kg	18:30	ヒゼキヤが「主は必ずわれわれを救い出される。この町はアッ
スリヤ王の手に陥ることはない」と言っても、あなたがたは主を頼みとしてはならない』。
2Kg	18:24	あなたはエジプトを頼み、戦車と騎兵を請い求めているが・・・
■ヒゼキヤの祈り
2Kg	19:15	そしてヒゼキヤは主の前に祈って言った、「ケルビムの上に座しておられるイス
ラエルの神、主よ、地のすべての国のうちで、ただあなただけが神でいらせられます。あな
たは天と地を造られました。2Kg	19:16	主よ、耳を傾けて聞いてください。主よ、目を開
いてごらんください。セナケリブが生ける神をそしるために書き送った言葉をお聞きください。

■神の僕モーセの歌と
小羊の歌
Rev	15:3	「全能者にし
て主なる神よ。あなたのみ
わざは、大いなる、また驚く
べきものであります。万民の
王よ、あなたの道は正しく、
かつ真実であります。	
15:4	主よ、あなたをおそ
れず、御名をほめたたえな
い者が、ありましょうか。あ
なただけが聖なるかたであ
り、あらゆる国民はきて、あ
なたを伏し拝むでしょう。あ
なたの正しいさばきが、あら
われるに至ったからでありま
す」。

■ダニエル（エルサレムが廃墟となっている）
Dan	9:5	われわれは罪を犯し、悪をおこない、よこしまなふる
まいをなし、そむいて、あなたの戒めと、おきてを離れました。

■ソロモンの祈り
2Ch	6:39-40	あな
たのすみかである天から、
彼らの祈と願いとを聞い
て彼らを助け、あなたに
向かって罪を犯したあなた
の民をおゆるしください。
わが神よ、どうぞ、この
所でささげる祈にあなた
の目を開き、あなたの耳を
傾けてください。
■ソロモンに対する主
の答え
2Ch	7:15	今この所に
ささげられる祈にわたし
の目を開き、耳を傾ける。
2Ch	7:16	今わたしは
わたしの名をながくここに
とどめるために、この宮を
選び、かつ聖別した。わ
たしの目とわたしの心は常
にここにある。

■幸いダブル（シェバの女王）
2Ch	9:7	あなたの奥方たちはさいわいです。常にあなたの前に立っ
て、あなたの知恵を聞くこのあなたの家来たちはさいわいです。

■正しき者、直き者（主に似
る者）
Deu	32:4	主は岩であって、そ
のみわざは全く、その道はみな正
しい。主は真実なる神であって、
偽りなく、正しい方、直ぐな方で
ある。
■喜び楽しめ（安息の地、安
息の場所の祝福）
Deu	12:7	そこであなたがた
の神、主の前で食べ、あなたが
たも、家族も皆、手を労して獲るす
べての物を喜び楽しまなければ
ならない。
Deu	32:43	国々の民よ、主の
民のために喜び歌え。
2Ch	6:41	主なる神よ、今あ
なたと、あなたの力の箱が立っ
て、あなたの安息所におはいりく
ださい。主なる神よ、どうぞあな
たの祭司たちに救の衣を着せ、あ
なたの聖徒たちに恵みを喜ばせて
ください。

悪から離される	　　　　　　　　　　　悪から離れよ	　　　　　　　　　　　　主を恐れよ	　　　　　　　　　　　主を誉めよ
正者／悪者	　　叫ぶと聞かれる　　　　　正者／悪者　	悪舌　　　　　　　　　　呼ぶと聞かれる	　　　　　　　　　　　賛美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥、穴、滅び
裏切る　私の善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	迫害する	　ゆえなく

　　　　　　　　　　　あはは、誇る、喜ぶ
高ぶり　私の義　　　　　　　　　　　　　　　　	偽り、欺き	　ゆえなく

主を知る者	　　　　　　エデンの園	　　　天地創造	　　　主を知ろうとしない者
恵みと義　　　　　　　　いのち　　　	　恵みと義	　　　　アダムの反逆

■呼ぶと聞かれる（誰に求めるの
か）神殿
Psa	18:6	わたしは悩みのうちに主
に呼ばわり、わが神に叫び求めまし
た。主はその宮からわたしの声を聞か
れ、主にさけぶわたしの叫びがその耳
に達しました。
1Kg	8:52	どうぞ、しもべの願いと、
あなたの民イスラエルの願いに、あな
たの目を開き、すべてあなたに呼び求
める時、彼らの願いをお聞きください。
Jna	2:2	言った、「わたしは悩みの
うちから主に呼ばわると、主はわたしに
答えられた。わたしが陰府の腹の中か
ら叫ぶと、あなたはわたしの声を聞か
れた。
■叫ぶと聞かれる（何から救わ
れるのか）脱出
Exd	2:23	イスラエルの人々は、その
苦役の務のゆえにうめき、また叫んだ
が、その苦役のゆえの叫びは神に届
いた。
Num	20:16、Deu	26:7、
Neh	9:27	そこであなたは彼らを敵
の手に渡して苦しめられましたが、彼ら
がその苦難の時にあなたに呼ばわっ
たので、あなたは天からこれを聞か
れ、大いなるあわれみをもって彼らに救
う者を与え、敵の手から救わせられまし
た。
Psa	107:6	彼らはその悩みのうち
に主に呼ばわったので、主は彼らをそ
の悩みから助け出し、-	107:6,	
28（H2199	zaaq）107:13,	
19（H6817-tsaaq）

■1ペテロで引用	1Pe	3:8-12　主の名
のための信仰の試練
1Pe	3:8	最後に言う。あなたがたは皆、心をひと
つにし、同情し合い、兄弟愛をもち、あわれみ深くあ
り、謙虚でありなさい。1Pe	3:9	悪をもって悪に報
いず、悪口をもって悪口に報いず、かえって、祝福をも
って報いなさい。あなたがたが召されたのは、祝福
を受け継ぐためなのである。
[引用	Psa.34:12-16]
1Pe	3:13	そこで、もしあなたがたが善に熱心で
あれば、だれが、あなたがたに危害を加えようか。
1Pe	3:14	しかし、万一義のために苦しむようなこ
とがあっても、あなたがたは「さいわい」である。彼
らを恐れたり、心を乱したりしてはならない。
Mtt	5:11	わたしのために人々があなたがたをの
のしり、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の
悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいである。
■預言者、主により頼む者の叫び
Mtt	27:50	イエスはもう一度大声で叫んで、つ
いに息をひきとられた。
Act	7:60	そして、ひざまずいて、大声で叫んだ、
Hbr	5:7	キリストは、その肉体の生活の時には、
激しい叫びと涙とをもって、ご自分を死から救う力の
あるかたに、祈と願いとをささげ、そして、その深い
信仰のゆえに聞きいれられたのである。

ダビデの子（王子）の敵　サウ
ル、アブシャロム、アヒトフェル、シム
イ・・・
■サウル　病、追い迫る、ゆえも
なく
1Sm	16:23	神から出る悪霊がサウル
に臨む時、ダビデは琴をとり、手でそれを
ひくと、サウルは気が静まり、良くなって、
悪霊は彼を離れた。
1Sm	19:5	どうしてゆえなくダビデを殺
し、罪なき者の血を流して罪を犯そうとさ
れるのですか」。
1Sm	26:18	ダビデはまた言った、「わ
が君はどうしてしもべのあとを追われるの
ですか。わたしが何をしたのですか。わた
しの手になんのわるいことがあるのです
か。
Jhn	15:25	それは、『彼らは理由な
しにわたしを憎んだ』と書いてある
■ナバルはダビデが逃げている時
に助けなかった
1Sm	25:21	彼はわたしのした善に悪を
もって報いた。
■ペリシテ人ゴリヤテ
1Sm	17:5	身には、うろことじのよろいを
着ていた。
1Sm	17:26	「この割礼なきペリシテ
びとは何者なので、生ける神の軍をそしる
のか」。
■ヒゼキヤとアッシリアのラブシャケ　
2Kg	18-19
2Kg	19:16	主よ、耳を傾けて聞いてく
ださい。主よ、目を開いてごらんください。
セナケリブが生ける神をそしるために書き
送った言葉をお聞きください。
Isa	37:36	【主の使】が出て、アッス
リヤびとの陣営で十八万五千人を撃ち殺
した。

■災いだ（幸いの反対）
Mtt	23:29	偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。
あなたがたは、わざわいである。あなたがたは預言者の
墓を建て、義人の碑を飾り立てて、こう言っている、
■ゆえもなく憎む
Jhn	15:23	わたしを憎む者は、わたしの父をも憎む。
Jhn	15:25	それは、『彼らは理由なしにわたしを憎
んだ』と書いてある彼らの律法の言葉が成就するためで
ある。
■預言者を迫害する
Act	7:52	いったい、あなたがたの先祖が迫害しなか
った預言者が、ひとりでもいたか。彼らは正しいかたの来
ることを予告した人たちを殺し、今やあなたがたは、その正
しいかたを裏切る者、また殺す者となった。
Act	7:54	人々はこれを聞いて、心の底から激しく怒
り、ステパノにむかって、歯ぎしりをした。
■信仰の戦いの中で悪を避ける
1Pe	2:1	だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善、
そねみ、いっさいの悪口を捨てて、

■捕らわれた国での苦し
みの中で（都上りの歌の
最初）
Psa	120:2	「主よ、偽りの
くちびるから、欺きの舌から、わ
たしを助け出してください」。
Psa	120:3	欺きの舌よ、
おまえに何が与えられ、何が
加えられるであろうか。

■主を恐れて悪を憎む（知恵と悪）
Rom	3:10	次のように書いてある、「義人はいな
い、ひとりもいない。・・・Rom	3:18	彼らの目の
前には、神に対する恐れがない」。
■しん言の教え
Prv	8:13	主を恐れるとは悪を憎むことである。わ
たしは高ぶりと、おごりと、悪しき道と、偽りの言葉とを
憎む。
Prv	16:6	いつくしみchecedとまことemethに
よって、とがはあがなわれる、主を恐れることによっ
て、人は悪を免れる。
■いつくしみ（恵み）とまことは主の名	
Exd	34:6	主は彼の前を過ぎて宣べられた。
「主、主、あわれみありrachuwm、恵みあり
channuwn、怒ることおそく、いつくしみcheced
と、まこととemethの豊かなる神、
■主の恵みはとこしえまで（感謝と賛美）
1Ch	16:4	ダビデはまたレビびとのうちから主の箱
の前に仕える者を立てて、イスラエルの神、主をあが
め、感謝し、ほめたたえさせた。1Ch	16:5	楽長
はアサフ、その次はゼカリヤ・・・で、彼らは立琴と
琴を携え、アサフはシンバルを打ち鳴らし、1Ch	
16:6	祭司ベナヤとヤハジエルは神の契約の箱の
前でつねにラッパを吹いた。
1Ch	16:34	主に感謝せよ、主は恵みふかく
towb、そのいつくしみchecedはとこしえに絶える
ことがない。
■詩篇はいつくしみの歌（checedx127回）

■ヒゼキヤの礼拝改革（その後、セナケリブの口撃）
なぜエルサレムは攻撃されているのか
2Ch	29:6	われわれの先祖は罪を犯し、われわれの神、
主の悪と見られることを行って、主を捨て、主のすまいに顔をそ
むけ、うしろを向けた。2Ch	29:8	それゆえ、主の怒りはユ
ダとエルサレムに臨み、あなたがたが目に見るように、主は
彼らを恐れと驚きと物笑いにされた。
2Ch	29:26	こうしてレビびとはダビデの楽器をとり、祭司
はラッパをとって立った。2Ch	29:30	またヒゼキヤ王および
つかさたちはレビびとに命じて、ダビデと先見者アサフの言葉
をもって主をさんびさせた。2Ch	30:27	このとき祭司たちと
レビびとは立って、民を祝福したが、その声は聞かれ、その祈
は主の聖なるすみかである天に達した。

■あわれみ（真実の愛）	eleos	-	mercy
Lke	1:50	そのあわれみは、代々限りなく主をかしこみ恐
れる者に及びます。
Lke	1:54	主は、あわれみをお忘れにならず、その僕イス
ラエルを助けてくださいました、
Lke	1:58	近所の人々や親族は、主が大きなあわれみを
彼女におかけになったことを聞いて、共どもに喜んだ。
Lke	1:72	こうして、神はわたしたちの父祖たちにあわれ
みをかけ、その聖なる契約、
Lke	1:78	これはわたしたちの神のあわれみ深いみこころ
による。また、そのあわれみによって、日の光が上からわたした
ちに臨み、

■過越祭のいけにえ
Psa	4:5	義のいけにえをささげて主に寄り頼みなさい。
Exd	12:46	（過越の犠牲）その骨を折ってはならない。
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主の日にさばかれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悪を離れて善を行え
悪者は滅びる・しいたげる	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　怒るのにおそい・主を待つ

主の日にさばかれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悪を離れて善を行え
正しい者は救われる・信頼する	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情け深い・施す

神の国の福音、柔和な王が地を受け継ぐ

【対語】
正者・悪者、怒る・怒らず、相続・断ち切る、しい
たげる・憐れむ、豊か・貧しい、栄える・消える
レビ記：断ち切る
申命記：受け継ぐ・地を相続する

■正しい者と悪しき者：アブラハムの祈り　正義と公正
Gen	18:23	アブラハムは近寄って言った、「まことにあなたは
正しい者を、悪い者と一緒に滅ぼされるのですか。

■しん言に似ている
しん言は、王が王子に教える知恵。地を従わせ治める知恵。

■金の子牛事件の後の主の名の宣言
Exd	34:6	主、主、あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、
いつくしみと、まこととの豊かなる神、

■山上の説教（神の国の福音の教え）
Mtt	5:5	柔和な人たちは、さいわいである、彼らは地を受けつぐであろう。
Mtt	5:3	「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。	

■モーセは、謙遜な人だった
Num	12:3	モーセはその人となり柔和なこと、地上のすべての人にまさっていた。
Hbr	11:24-26	信仰によって、モーセは、成人したとき、パロの娘の子と言われ
ることを拒み、罪のはかない歓楽にふけるよりは、むしろ神の民と共に虐待されること
を選び、キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝にまさる富と考えた。それは、彼
が報いを望み見ていたからである。

■神の国が来た。ヨベルの年が成就した。自由の年。
Lev	25:13	このヨベルの年には、おのおのその所有の地に帰らなければならない。
Lke	2:14	「いと高きところでは、神に栄光があるように、地の上では、み心にかなう
人々に平和があるように」。
Mtt	11:5	目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、ツァラアトに冒された者
たちがきよめられ、耳の聞こえない者たちが聞き、死人たちが生き返り、貧しい者たちに福
音が伝えられています。（新改訳	2017）

■ヤコブの手紙（善を行なえ）
Jms	1:19-20	愛する兄弟たちよ・・・人はすべて、聞くに早く、語るにおそく、怒るにお
そくあるべきである。人の怒りは、神の義を全うするものではないからである。
Jms	4:6	「神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」

■主は貧しくなられた
2Co	8:2	すなわち、彼らは、患難のために激しい試錬をうけたが、その満ちあふれる喜
びは、極度の貧しさにもかかわらず、あふれ出て惜しみなく施す富となったのである。
2Co	8:9	あなたがたは、わたしたちの主イエス・キリストの恵みを知っている。すなわち、
主は富んでおられたのに、あなたがたのために貧しくなられた。それは、あなたがたが、彼
の貧しさによって富む者になるためである。

　　　　　　　　　　　罪、不義の告白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歎き、衰え　　　　　　　　　　　　　　　　罪、不義の告白
悪をもって善に報いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人が見捨てる	　　　　　　　　　　　　　肉に全きところなし	　　　　　　肉に全きところなし

人はみなヘベル（答えてください）	　　　　黙る（罪、悪者からの救い）　　　人はみなヘベル（答えてください）	　　　　黙る（罪、悪者からの救い）
　　　　　旅人で寄留者	　　　　　　　　口を制する	　　　　　　　　　人生は短い	　　　　　　　　　　　　　舌を制する

■神の怒り
Psa	90:7-9	わ
れらはあなたの怒り
によって消えうせ、あ
なたの憤りによって
滅び去るのです。
あなたはわれらの不
義をみ前におき、わ
れらの隠れた罪をみ
顔の光のなかにお
かれました。われら
のすべての日は、あ
なたの怒りによって
過ぎ去り、われらの
年の尽きるのは、ひ
と息のようです。

■ヨブの信仰に対するサタンの攻撃、友人の口撃
Job	1:8	主はサタンに言われた、「あなたはわたしのしも
べヨブに・・・サタンがゆえもなく「潔白で正しく、神を恐
れ悪から遠ざかる者」を誘惑する
罪を犯して神をのろう（祝福の反対）、不信仰のことばを言
わせようとする

■不信仰の罪（神をのろう）
神の怒りによって40年の荒野を歩むことになった
怒って誓った。安息に入れない。
Deu	1:34	主は、あなたがたの言葉を聞いて怒り、誓って言われた、
Hbr	3:19	こうして、彼らがはいることのできなかったのは、不信仰の
ゆえであることがわかる。

■申命記31章の約束
Deu	31:16-17	主はモーセに言われた、「あなたはまもなく眠っ
て先祖たちと一緒になるであろう。そのときこの民はたちあがり、はいっ
て行く地の異なる神々を慕って姦淫を行い、わたしを捨て、わたしが
彼らと結んだ契約を破るであろう。その日には、わたしは彼らにむかっ
て怒りを発し、彼らを捨て、わたしの顔を彼らに隠すゆえに、彼らは
滅ぼしつくされ、多くの災と悩みが彼らに臨むであろう。

■病の癒やしと信仰
中風の人：Lke	5:23	あなたの罪はゆるされたと言うのと、起きて歩けと言うのと、どちらがたやすいか。
長血の娘：Lke	8:48	そこでイエスが女に言われた、「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさい」。
Jms	5:15	信仰による祈は、病んでいる人を救い、そして、主はその人を立ちあがらせて下さる。かつ、その人が罪を犯していた
なら、それもゆるされる。

■旅人で寄留者（何を戦っていたのか）
1Pe	2:11	愛する者たちよ。あなたがたに勧める。あなたがたは、この世の旅人で
あり寄留者であるから、たましいに戦いをいどむ肉の欲を避けなさい。
Hbr	11:13	これらの人はみな、信仰をいだいて死んだ。まだ約束のものは受けて
いなかったが、はるかにそれを望み見て喜び、そして、地上では旅人であり寄留者で
あることを、自ら言いあらわした。
Lev	25:23	地は永代には売ってはならない。地はわたしのものだからである。あ
なたがたはわたしと共にいる寄留者、また旅びとである。
1Ch	29:15	われわれはあなたの前ではすべての先祖たちのように、旅びとです、
寄留者です。われわれの世にある日は影のようで、長くとどまることはできません。

■罪との戦いは、清くなるための訓練
Hbr	12:1	こういうわけで、わたしたちは、このような多くの証人に雲のように囲まれているの
であるから、いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、わたしたちの参加すべき競走
を、耐え忍んで走りぬこうではないか。
Hbr	12:4-6	あなたがたは、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほどの抵抗をしたこと
がない。また子たちに対するように、あなたがたに語られたこの勧めの言葉を忘れている、「わ
たしの子よ、主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、弱り果ててはならない。主は
愛する者を訓練し、受けいれるすべての子を、むち打たれるのである」。
Hbr	12:11	すべての訓練は、当座は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しいものと思わ
れる。しかし後になれば、それによって鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるようになる。

■苦難のしもべ（イザヤ53章）
Isa	53:3-4	彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で、病を知っていた。ま
た顔をおおって忌みきらわれる者のように、彼は侮られた。われわれも彼を尊ば
なかった。まことに彼はわれわれの病を負い、われわれの悲しみをになった。1Pe	2:21-23	あなたがたは、実に、そうするようにと召されたのである。キリストも、あなたがたのために苦し

みを受け、御足の跡を踏み従うようにと、模範を残されたのである。キリストは罪を犯さず、その口には偽りが
なかった。ののしられても、ののしりかえさず、苦しめられても、おびやかすことをせず、正しいさばきをするかたに、
いっさいをゆだねておられた。

■いのちはヘベル
Job	7:7	記憶せよ、わ
たしの命は息にすぎないこと
を。わたしの目は再び幸を見
ることがない。
Job	7:16	わたしは命を
いとう。わたしは長く生きるこ
とを望まない。わたしに構
わないでください。わたし
の日は息（ヘベル）にすぎ
ないのだから。

主の名がつけられた主のしもべの苦難（荒野で）	

悩む者は恥を見ない	　　　　　　　　　　　　　　　　　大会衆に告げる	　　　　　　　　　　　　　　みこころを行います	　　　　　　　　　　主に信頼する者を救う
　　(詩篇70篇)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　恵みとまこと	　　　　　　　　　　　　　　　　義のいけにえ	誠実な者をあわれむ　　　　　　	悪口・裏切り	　　　　　　悪口・そしり・偽り	　　　弱者をあわれむ

■しん言：貧しい者をあわれむ
Prv	14:21	隣り人を卑しめる者は罪びとであ
る、貧しい人をあわれむ者はさいわいである。
Prv	14:31	貧しい者をしえたげる者はその造り
主を侮る、乏しい者をあわれむ者は、主をうやまう。

■例祭：貧しい者をあわれむ
Deu	16:14	その祭の時には、あなたはむす
こ、娘、しもべ、はしためおよび町の内におるレビ
びと、寄留の他国人、孤児、寡婦と共に喜び楽し
まなければならない。（Deu	24、26）

■あわれみ	chanan		主の名
Exd	33:19	主の名をあなたの前にのべ
るであろう。わたしは恵もうとする者を恵み、
あわれもうとする者をあわれむ」。
■大祭司の祝祷（41:12）
Num	6:25	願わくは主がみ顔をもって
あなたを照し、あなたを恵まれるように（あ
われまれるように）。

■真福八端(5)　Mtt	5:7	あわれ
み深い人たちは、さいわいである、彼らは
あわれみを受けるであろう。

■主よ、あわれみたまえ　キリエ・エレイソ
ン　キリスト教の礼拝の伝統的な祈り
Mtt	9:27	そこから進んで行かれると、ふたり
の盲人が、「ダビデの子よ、わたしたちをあわれん
で下さい」と叫びながら、イエスについてきた。
Mtt	15:22	すると、そこへ、その地方出のカナ
ンの女が出てきて、「主よ、ダビデの子よ、わたしを
あわれんでください。娘が悪霊にとりつかれて苦し
んでいます」

■ヤコブの教え
Jms	5:11	ヨブの忍耐のことを聞い
ている。また、主が彼になさったことの
結末を見て、主がいかに慈愛とあわれ
みとに富んだかたであるかが、わかるは
ずである。
Jms	5:13	あなたがたの中に、苦し
んでいる者があるか。その人は、祈るが
よい。喜んでいる者があるか。その人
は、さんびするがよい。Jms	
5:15-16	信仰による祈は、病んで
いる人を救い、そして、主はその人を立ち
あがらせて下さる。かつ、その人が罪を
犯していたなら、それもゆるされる。だ
から、互に罪を告白し合い、また、いやさ
れるようにお互のために祈りなさい。

■滅びの穴。泥沼から救い出される
Gen	37:	ヨセフ
Jer	38:6	そこで彼らはエレミヤを捕え、監視
の庭にある王子マルキヤの穴に投げ入れた。すな
わち、綱をもってエレミヤをつり降ろしたが、その穴
には水がなく、泥だけであったので、エレミヤは
泥の中に沈んだ。
Dan	6:16	そこで王は命令を下したので、ダニ
エルは引き出されて、ししの穴に投げ入れられた。

■聞き従うことは犠牲にまさる
1Sm	15:22-23	サムエルは言った、「主はそのみ言葉に聞き従う事を
喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見よ、従うことは犠
牲にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。そむくことは占いの罪に等し
く、強情は偶像礼拝の罪に等しいからである。あなたが主のことばを捨
てたので、主もまたあなたを捨てて、王の位から退けられた」。
Hsa	6:6	わたしはいつくしみを喜び、犠牲を喜ばない。燔祭よりもむ
しろ神を知ることを喜ぶ。
Mic	6:8	主のあなたに求められることは、ただ公義をおこない、いつくし
みを愛し、へりくだってあなたの神と共に歩むことではないか。

■大いなる会衆の賛美「新しい歌」
詩篇22篇（十字架上の詩）、35篇（大会衆の賛美、あはは）、民数
記、列王記、エズラ記などを見ると「神の前に集まったイスラエルの民」
1Ch	15:3	ダビデは主の箱をこれがために備えた所にかき上るため、
イスラエルをことごとくエルサレムに集めた。

■引用ヘブル人への手紙10:
Hbr	10:10このみこころによりただ一度イエス・キリストのからだが
ささげられたことによって、わたしたちはきよめられたのである。

■詩篇70篇（69篇）
泥沼、髪より多い、恵みとまこと、待ち
望む、感謝の詩、いけにえよりも、貧
しい者の救い、そして70篇

■主のみこころはあわれみ（義）
Mtt	9:13	『わたしが好むのは、あわれみであって、いけにえではな
い』とはどういう意味か、学んできなさい。わたしがきたのは、義人を招く
ためではなく、罪人を招くためである」。
Mrk	12:33	（律法学者）また『心をつくし、知恵をつくし、力をつくし
て神を愛し、また自分を愛するように隣り人を愛する』ということは、すべて
の燔祭や犠牲よりも、はるかに大事なことです」。
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